
区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

道
路
の
区
域

雲
南
市
木
次
町
下
熊
谷
五
九
六
番
四
か
ら
同
市
木
次
町
下
熊
谷
八
〇
九

番
一
ま
で

前

最
大
最
小

一
五
六〇

一
一
八

後

最
大
最
小

一
五
六五

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

(

メ
ー
ト
ル)

路

線

名

中
央
自
動
車
道
富
士
吉
田
線

道
路
の
区
域

八
王
子
市
裏
高
尾
町
八
一
三
番
二
か
ら
同
市
裏
高
尾
町
一
〇
七
一
番
二

ま
で

前

最
大
最
小

二
二
五
九
五

六
〇
五

後

最
大
最
小

二
二
五
九
五

平成™›年™月™›日 金曜日 第œ�›�号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
十
七
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
三

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
氏
名
に
係
る
登
録
簿

の
変
更
を
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

登
録
番
号

（
変
更
後
）

（
変
更
前
）

4
0
5
5
0
5

梶
山
妙
子

小
久
保
妙
子

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
十
九
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日
付
け
経
済
産
業
省
告
示

第
二
百
二
十
八
号
（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四

項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る

件
）
の
指
定
の
期
間
の
欄
中
「
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

四
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
ま
で
」

に
改
め
た
の
で
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
十
八
号

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日

付
け
を
も
っ
て
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
の
消
除
を
し
た

の
で
、
同
規
則
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

登
録
番
号

氏
名

登
録
番
号

氏
名

1
0
5
0
6
0

本
橋
正
美

1
0
5
9
5
2

宮
Ä
繁
次
郎

4
0
0
0
3
3

小
藤
勝
也

4
0
0
0
6
7

平
岡

浩
4
0
4
0
3
7

加
藤
順
一

4
0
4
0
4
1

藤
田
康
弘

4
0
4
0
8
2

山
田

浩
4
0
4
0
8
5

今
井

保
4
0
4
0
9
2

渡
辺
博
紀

4
0
4
1
0
2

斉
藤
雅
人

4
0
4
1
1
0

山
本
竜
一

4
0
4
1
1
9

高
村
秀
嗣

4
0
4
1
4
2

藤
富
見
雄

4
0
4
1
4
5

赤
井

剛
4
0
4
1
5
6

石
亀
一
郎

4
0
4
1
9
4

佐
藤

隆
4
0
4
2
6
6

吉
江
祐
樹

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
三
十
号

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
登
録
を
し
た
の

で
、
同
法
第
六
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

工
業
標
準
化
法
第
二
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
登
録
を
し
た
認
証
機
関

一

登
録
認
証
機
関
の
名
称

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

二

登
録
年
月
日

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日

三

登
録
認
証
機
関
の
所
在
地

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
１
番
地
シ
ル
ク
ビ
ル

四

登
録
の
区
分

Ａ
（
土
木
及
び
建
築
）、
Ｂ
（
一
般
機
械
）、
Ｈ
（
非
鉄
金
属
）、
Ｋ
（
化
学
）、
Ｚ
（
そ
の
他
）

五

認
証
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ビ
ュ
ー
ロ
ー
ベ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

シ
ス
テ
ム
認
証
事
業
本
部

神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
山
下
町
１
番
地
シ
ル
ク
ビ
ル

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
九
十
四
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
九
十
五
号

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
高

速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
一
般

の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
九
十
六
号

次
の
型
式
に
係
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）第
六
条
ノ
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
型
式
承
認
は
、

船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三

年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
失
効
し
た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
3
6
4
5号

船
外
機
（
小
型
船

舶
用
）

Ｄ
2
7

ヤ
ン
マ
ー
株
式
会
社
大
阪
府
大
阪
市
北
区
鶴
野
町
１

番
９
号

第
3
6
4
6号

〃
Ｄ
3
6

〃
〃

第
3
6
4
7号

救
助
艇
の
船
外
機
Ｄ
2
7

〃
〃

第
3
6
4
8号

〃
Ｄ
3
6

〃
〃

〇
環
境
省
告
示
第
十
四
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境
省
令
第
三

十
三
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
及
び
ニ
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
廃
棄
物
の
固
型
化
の
方
法
等
を
次
の
よ
う

に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

特
定
廃
棄
物
の
固
型
化
の
方
法
等

（
特
定
廃
棄
物
の
固
型
化
の
方
法
）

第
一
条

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
環
境

省
令
第
三
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ロ
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、
セ

メ
ン
ト
そ
の
他
の
結
合
材
に
よ
り
固
型
化
す
る
方
法
と
す
る
。

（
不
透
水
性
土
壌
層
の
要
件
）

第
二
条

規
則
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
ニ
の
規
定
に
よ
り
特
定
廃
棄
物
を
埋
め
立
て
る
場
所
に
敷
設
す
る
不
透
水

性
土
壌
層
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
固
型
化
し
た
特
定
廃
棄
物
（
以
下
「
固
型
化
物
」
と
い
う
。）が
次
に
掲
げ
る
基

準
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合

厚
さ
が
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
粘
土
混
合
土
の
層
又

は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の
効
力
を
有
す
る
層
で
あ
る
こ
と
。

イ

セ
メ
ン
ト
の
配
合
量
は
、
固
型
化
物
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

埋
立
処
分
を
行
う
際
に
お
け
る
一
軸
圧
縮
強
度
が
〇
・
九
八
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

厚
さ
が
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
透
水
係

数
が
毎
秒
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
そ
の
他
の
材
料
の
層
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
遮
水
の

効
力
を
有
す
る
層
で
あ
る
こ
と
。
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